
Dharmanidhyanaksanti

早 島 理

1 'dharmanidhyanaksanti' は す で に桜 部 健 博 士 の御 指 摘 の よ うに,「 慧 の 一相

と して の推 度 の 性 を もつ ksanti」1) の一 例 で あ る。 博 士 の 研 究 を ふ ま え, 三 昧 の

視 点 か ら この語 を再 検 討 す る の が小 論 の 目的 で あ る。

2 パ ー リ文 献 中 に散 見 さ れ る 'dhammanijjhanakhanti' が サ ン ス ク リッ ト語

'dharmanidhyanaksanti' に対応することは, これも桜部博士によって論及されて

い る。 『中部 経 典 ・第95商 伽 経 』 を 見 て み よ う。

「ゴータマ よ, それでは如何 な る法 が真理 を体 得するのに役立 つのか。真理 の体得 に役

 立 つ法 を, 私 は尊者 ゴータマに尋ね よ う」

「バ ーラ ドヴァージャよ, 刻苦勉励 (padhana) が真理 の体得 に役立つのであ る。……」

 「……思 惟 (tulana) が刻苦勉励 に役立つ……」

 「……勇 気 (ussaha) が思惟 に……」

 「……意 欲 (chanda) が勇気 に……」

 「バ ー ラ ドヴ ァージ ャよ, 法 を洞察す る智 (dhammanijjhanakhanti) が意欲に……」

 「……意 味 内容 の追求 (atthupaparikka) が法 を洞察す る智 に……」

 「……法 を保持す る こと (dhammadharapa) が意味 内容 の追求 に……」

 「……聞 法 (dhammasavana) が法 を保持す ることに……」

 「……耳 を傾 けること (sotavadhana) が聞法 に……」

 「……恭 敬 (payirupasana) が耳を傾け ることに……」

 「……参 詣 (upasakamana) が恭敬 に……」

 「……浄 ちかな信仰心 (saddha) が参詣 に……」

 (MN, vol. II, pp. 174-176; PTS版, 以下 同様) 

 この よ うに padhana→tulana→ussaha……→saddha の順 で あれ, あ るい は 逆 に

saddha→upasarpkamana→payirupasana……→padhana の 順 で あ れ, dhammani-

jjhanakhanti を含 む一 連 の文 章 が 同経 の 他 の 文 脈 に (同 p. 170), あ る い は 『中

部 経典 ・第70 枳 死 山邑経 』(MN, vol. I, P. 480) な ど に散 見 され る。 これ らは 要

約 す れ ば, 仏 ・世 尊 へ の信 仰 心 に発 し, 近 づ き敬 い, 一 心 不 乱 に聴 聞 して法 を保

ち, その内容を思惟 ・洞察 し, 法の体得への意欲 と勇気とをもつて刻苦勉励する
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こ とに よ り真 理 の体 得 が実 現 され る, とい うの で あ る。 こ こで は 聴 聞-思 惟 (三

慧の聞 ・思に相 当) を背 景 と して, そ の思 惟 の具 体 的 な実 践 内 容 と して dhammani-

jjhanakhanti が説 かれ て い る とい え よ う。

また 『分 別 論 ・第16智 分 別 』 で は 「思 所 成 の慧 」 の主 題 の も と に この 語 が 説

か れ て い る。 す な わ ち 「色 (受 ・想 ・行 ・識) は無 常 で あ る」 と 観 じ る 順 観 の 忍

(anulomika khanti), 見 (ditthi), 明(ruci), 知(muti), 観(pekkha) に続 い て dhamma-

nijjhanakhanti が あ げ られ て い る (Vbh., PP. 324-325; 他 に 「諦随順 の智」 の主題 にお

い ても同様 である。同p. 328)。

これ らの パ ー リ文 献 か ら dhammanijjhanakhanti とは, 聴 聞 した法 ・真 理 を洞

察 す る智 慧 で あ り, そ れ は また 三 慧 を 背 景 に 「思 」 の具 体 的 な 実 践徳 目を意 味 す

る とい え よ う。

3 他 方 大 乗 仏 典 で は, 特 に喩 伽 行唯 識 学 派 の文 献 に この語 が 散 出 し, そ の 多

くが三 種 の忍 波 羅 蜜 の一 と して説 か れ て い る こ とは 周 知 の 如 くで あ る。 た とえ ば

Malidyanasutralamkdra (MSA) や Abhidharmasamuccaya (Abhs) は, 大 乗 の 菩

薩 が修 習 す べ き忍 波 羅 蜜 に (1) marsana, (2) adhivasa, (3)」鮪naの 三 種 の 自性

が あ る とい う。す な わ ち (1) 他 人 の な す悪 害 を忍 ぶ こ と (apakaramarsanaksanti),

(2) 自 ら苦 悩 に耐 え る こ と (duhkhadhivasaksanti), (3) 法 を洞 察 す る智 (dharma-

nidhyanaksanti) で あ る(MSA XVI kas. 21-22, Abhs pp. 108-109)。 また この 両 論 書

に先 行 す る Bodhisattvabhumi に も三 種 の ksanti が説 かれ, そ こで は dharma-

nidhyanaksanti が よ り詳 細 に分 類 され て い る。

この うち, 菩薩 の, 法 を洞察 す るす ぐれた智 とは如何 なる ものか。実 に, 正法 の洞察 を

よ く審察 した智 のゆえに, 菩 薩には八種 のす ぐれ たあ り方 に完全 に確定 した特長が ある。

〔すなわ ち〕(1)三 宝, (2)真実義, (3)仏 ・菩薩 の成力, (4)因, (50果, (6)証得すべ き対象, 

(7)自らそれを証得す る方法, (8)真実の境界 である。(荻 原本p. 159) 

 これ らの論 書 で は 忍波 羅 蜜 の 区 別 ・分 類 を説 くの み で あ り, 注 釈 文 献 を も含 め, 

dharmanidhyanaksanti の意 義 や菩 薩 道 と の関 連 に触 れ る こ とは な い。 そ の他 『解

深 密 経 』(vol. 4, 大正16, 705c; Lamotte 版IX-12-3, Pp. 134-135),『 喩 伽 論 摂 決

択 分 』(vol. 78, 大 正30, 731b),『 摂 大 乗 論 彼 入 因 果 分 』(大 正31, 145a; Lamotte 版

MS IV-9-3),『 成 唯 識 論 』(vol. 9, 新導本Pp. 22-23) な どに も この語 は散 出す るが, 

いず れ も上 述 の忍 波 羅 蜜 の分 類 の域 を 出 る もの で は ない。 また これ ら三 種 の ksa-

nti が, Dharmasamgraha 107に 一 致 す る こと も周 知 の と う りで あ る。
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 4 この よ うに大 乗 経 典 に散 見 され る dharmanidhyanaksanti が 三 種 の 忍波 羅

蜜 の 一 と して の み説 か れ る こ とが 多 い とき,『 喩 伽 論 摂 事 分 』 の 次 の 文 章 は, 

上 述 の パ ー り文 献 との 関 連 性 か ら も注 目に値 し よ う。

 又彼即未出家位 居 謄部影 独 座思惟 便能証入最初静慮 彼於 自他老病死法正審観察

 能定忍可 如是名為諦察法忍内 自現前 (vol. 91, 大正30, 820a) 

 この 「諦 察 法 忍 」 が dharmanidhyanaksanti に対 応 す る こ と は, Abhs・ 『雑 集

論 』 の梵 一 漢 の, あ るい は 間接 的 に は 『解 深 密経 』 な ど の蔵-漢 の対 応 か ら明 ら

か で あ る (いずれ も玄莫訳)。 さて, この諦 察 法 忍 は具 体 的 に 「老 病 死 」 な ど に つ

い て 「正審 に観 察 し, 能 く定 ん で忍 可 す る」 こと で あ る と い うが, そ の観 察 し忍

可 す る の が 「独 座 思惟 し, 最 初 の静 慮 (空 無 辺 処) に証 入 し」 て実 践 され る とい

う点 に今 は 留 意 した い。 パ ー り文 献 で三 慧 を背 景 に,「 思 」 を構 成 す る 内容 の 一

と して述 べ られ て い た dharmanidhyanaksanti が, こ こ 『喩 伽 論 摂事 分 』 で は, 

そ の思 惟 ・洞 察 の 実践 は瞑 想 (空無辺処) にお い て で あ る と よ り詳 し く規 定 さ れ

て い るの で あ る。

この よ うに三 種 の忍 波 羅 蜜 の一 つ の意 味 を保 持 しつ つ 瞑 想 にお い て実 践 され る

dharmanidhyanaksanti が, さ らに 菩薩 の修 行 階梯 と開連 して説 か れ る の を, 我

われ はMSAに 見 る ことが で き る。

 5 喩 伽 行 唯識 学 派 に お い て 実 践 され る唯 識 観 法 の 中核 が 加 行 道 四善 根 位 に お

け る 四尋 思 ・四如 実 遍 暦 で あ り, 具 体 的 に は四 種 の三 昧 で あ る こ とは よ く知 られ

て い る2)。 四種 の三 昧 を概 略 す れ ば次 の如 くで あ る。

(1) 換 位: 光 明 を得 た三 昧 (alokalabdhasamadhi) -対 象 は概 念 的 思惟 の み で あ

り, 幻 の如 し と理 解 す る。

(2) 頂 位: 光 明 が さ ら に増 大 した三 昧 (vrddhalokasamadhi) -外 界 の 対 象 は 心

よ り顕 現 した もの にす ぎ な い と理 解 す る。

(3) 忍 位: 真 実 の一 部 に悟 入 し た 三 昧 (ekadesapravistasamadhi) -唯 心 に 安 住

し, 客 観 へ の執 着 か ら離 れ る。

(4) 世 第 一法 位: 無 間 三 昧 (anantaryasamadhi) 主 観 へ の 執着 を も遠 離 し, 主

客 の執 着 を二 つ な が らに捨 断 す る。

 この 四種 の三 昧 はMSA XIV kas. 23-26に も詳 細 に説 かれ, Vasubandhu は こ

の三 昧 の 中心 とな つ て い る 「光 明 aloka」, 具 体 的 には換 位 の 『光 明 の体 得 alok-
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alabdha」 に対 して 極 め て 興 味 あ る注 釈 を施 して い る。

『灰河経』 において 「光 明 aloka とはそれは dharmanidhyanaksanti の異称 で あ る」 と

 説 かれ た, その光明であ る。

『灰 河 経 (Ksaranadi, Chu bo tshva sgo can gyi mdo)』 な る経 典 に つ い て は 寡 聞

に して 不 明 で あ る (赤沼 『印度仏教固有名詞辞典』'Ksara' の頃, また Samkiccajataka

第61頗, Jataka vol. 5, p. 270参 照)。 い ず れ にせ よ 『灰 河 経 』 な るア ー ガ マ の権 威

を も つて dharmanidhyanaksanti が加 行 道 の 四種 三 昧 の 'aloka' と, 具 体 的 に は, 

換 位 の 'alokalabdhasamadhi と同一 内容 で あ る と して, 瞑想 を重 ん じ る人 々 の あ

い だ で伝 承 保 持 され て い た と見 る こ とが で き よ う。

Asvabhava は この 経 典 に つ い て 多 くを 語 らな い が, (MSAT, P. 128a4-6, D. 114a

2-4), Sthiramati は 以下 の よ うに述 べ て い る。

 法の光明 (dharmaloka) の体得が法 を洞察す る智 (dharmanidhyanaksanti) の体得 〔と

 同一内容〕であ ると理 解す るの は, それは 『灰 河経』 とい う経 典に, 塩 分を含 む河の比

 喩 をもって説いて,「 法の光明の体得 とは, それは法を洞察す る智の異称 で あ る」 と説

 かれ てい る 〔か らで ある〕。この うち, 塩床の河 とは三界 に絶えず輪 廻す る者 をい う。

 たとえば塩床 の河 の末端 で, 塩す なわ ち 〔輪廻す る〕生 ける者 に太陽の光が反射す ると

 き, 白色や灰色 に輝 く。そのよ うに一切法 は心 よ り顕現 し, 心 とは別 に存在 しない と了

 解す る時 に,「太陽や月 の光 のよ うに輝 く」 とは言わず に,「法の光明を得 る」 とも表現

 す るのである, とい う意味で ある。(MSAV, P. 302b7-303a4, D. 271a4-b2) 

 比 喩 の意 味 は幾 分 難 解 で あ る が, た とえ ば砂 漠 を流 れ る塩 分 を含 ん だ河 が 砂 中

に消 滅 し, 残 され た塩 分 が形 づ くる水 無 河 に太 陽 や月 の光 が 反 射 して 白色 や灰 色

に輝 く さま を思 い浮 か べ れ ば よい の だ ろ うか。 そ れ は と もか く, Sthiramati も, 

dharmanidhyanaksanti が 菩薩 の修 行 道 の うち 四善 根 位 で 実 践 さ れ る 三昧 と 同 一

で あ る との教 え を承 け継 い で い るの で あ る。

6 'dharmanidhyanaksanti' が 大 乗 の菩 薩 の忍 波 羅 蜜 の一 つ と して 説 か れ る 一

方, 古 くパ ー り文 献 以来, 三 慧 の 「思 」 を担 う実 践 内容 と して説 かれ, それ が喩

伽 行 唯識 学 派 の 人 々の あ い だ で,『 灰 河 経 』 を ア ー ガ マ と し, 菩 薩 の 加 行 道 四善

根 位 にお け る瞑 想 ・三 昧 を あ らわ す もの と して伝 承 保 持 され て来 た こ とは ま こ と

に、興 味 深 い も の とい え よ う。

1) 桜部健 「無生智 と無生法忍」(『仏教語 の研究』所収) 参照。2) 四尋思 ・四如 実

 智 ・四種 の三味 に関 しては, 拙稿 「唯識 の実践」(平 川他編 『唯識思想』所収) 参照。

(長崎大学助教授) 
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